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書評 

安克昌著『増補改訂版 心の傷を癒すということ 大災害精神医療の臨床報告』（作品

社、2011年） 

 

中野佳裕 

 

今から一六年前の阪神淡路大震災は、〈三・一一〉と同様、戦後日本の社会発展モデルを

問い直す重大な事件であった。低所得者居住区に集中する老朽化した住宅、ポートアイラ

ンドを中心とするライフラインの遮断。Ｍ七・三の直下型地震が明らかにしたのは、人間

の安全への配慮に欠けた戦後日本の都市開発モデルとそれを支える経済成長優先の発展思

想であった。 

阪神大震災は、当時の日本の 風 景
ランドスケープ

を知的にも実践的にも大きく変えた。「安全学」（村

上陽一郎）という学問分野が誕生し、科学技術や都市デザインが人間の生活と生命の安全

に与える影響が研究されるようになった。また実践の面では、災害救援活動におけるＮＧ

Ｏやボランティア団体の役割が注目され、日本における「ボランティア元年」と評された。

『ボランティア活動の論理』（二〇〇五年）の著者・西山志保が指摘するように、阪神大震

災のボランティア活動は、〈生存〉（サブシステンス）という人間社会の根本テーマから生

活や社会的連帯を再考する契機を開いたのである。 

精神分析医・安克昌の『心の傷を癒すということ』は、阪神大震災の被災者が受けた心

の傷の実態を、震災直後から約一年余りかけて記録したものである。本書はまた、被災者

でもある自身の経験を反映させた回想録でもある。増補改訂版である本書は、初版（一九

九六年）刊行以降に発表された論文や講演録も含まれている。これらの追加資料を読むこ

とで、震災直後に受けた被災者の心の傷が一過性のものではなく、長期的な対応を必要と

するものであることが理解される。阪神大震災が〈生存〉を主題とするボランティア活動

の誕生の契機となったと先に触れたが、本書は、まさに被災者の生存を「心の傷を癒す」

という観点から考察したものであると言える。 

著者は、心の傷を癒すことを〈心のケア〉と呼ぶ。心のケアという言葉には、臨床医学

的な意味だけでなく、地域社会における様々な関係性が患者へ与えるケアの効果も含まれ

る。なぜなら、被災者の受けた心の傷は、仕事の喪失や他者との関係の喪失など、自分が

これまで暮らしてきた地域とのつながりの喪失が要因であると考えられるからだ。こうし

て、人と人とのつながりを再構築することこそが心のケアに最も必要なことであるという

著者の主張が導出される。 

心のケアに必要な人間関係は、利便性や効率性に基づいて建設される都市空間とは異な

る位相で生まれる。このような都市空間と峻別して、著者は、震災から「共に生き延びた」

（共生）という経験から人間同士の関係性が編み直される生活空間を「コミュニティ」と

呼ぶ（二五一～九頁）。被災地神戸が抱える心のケアという問題を通して著者が問いかける
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のは、物質的に開発された居住地としてではなく、相互理解や分かち合いの関係が育まれ

るコミュニティとしての日本社会の在り方である。 

三・一一以降、政治もメディアも、東北・関東を襲った巨大地震・津波被害からの被災

地の「復興」を叫んでいる。しかし、一度壊れた心は元通りにはならない。心の傷は、こ

れからもそのまま抱えていかねばならない。心の傷を癒すということは、進歩史観的な「復

興」言説では捉えきれない。阪神大震災の被災者がこの事実を告白している（一二六頁）。

心のケアを主題とするならば、物質的な生存基盤の再構築を語る時とは異なる言語で現在

の日本を見ていく必要があるだろう。 

「心のケアを最大限に拡張すれば、それは住民が尊重される社会を創ることになるので

はないか」（六九頁）と著者は問いかける。人間の脆さを素直に認め、時間と共に現れそし

て変わりゆく住民の心の傷をそのまま抱え込む社会。そのような社会は、生産力や力強さ

を求める近代主義的な発展思想や進歩主義的な復興の論理とは全く異なる。三・一一後、

どのような社会が必要か。本書が投げかけている問いは、私たちの未来へ向けられている。 

 

 

＊雑誌『オルタ』2011年 11・12月号（NPO法人アジア太平洋資料センター発行）に収録 


